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 〒510 -8008  三重県四日市市富田浜町２６－１４

HPはこちら

2022.4
vol.07

tel 059-365-0023

お 気 軽 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い

富田浜病院グループでは、新型コロナウイルス感染症対策を徹底し、
皆さまをお迎えしております。来院、ご利用の際は、ご協力よろしくお願いいたします。

富 田 浜 病 院 検 索

お願い

健 康 介 護 の 理 想 を 届 け る
富 田 浜 病 院 グ ル ー プ 広 報 誌

富田浜病院医療
法人

富田浜病院医療
法人

富田浜病院
●フィットネス
　ブルバード

●ファミリーマート

四日市市
北消防署

●スズキアリーナ

茂福町●新明和機工GS●

●ローソン

●
かまどや
富田浜店

●

四季の郷富田

●富田中学校

　　　●
イオンモール
四日市北

まぐろレストラン●

JR関西本線

国道23号線

●トップスイミングクラブ

●浜園運動広場

浜っこサテライト富田浜福祉会
富田浜老人保健施設
富田浜
特別養護老人ホーム浜風

富田浜駅

国道1号線

上
海
老
茂
福
線

●さくら薬局四日市富田浜店

富田浜町

八田三

●
津
方
面

名
古
屋
方
面

生まれも育ちも四日市で、愛知県にある医療系の大学を経て、

地元・四日市に戻ってきました。ずっとソフトボールをしてきて、

大学では女子サッカー部に所属。瞬発力や体力にはまだ自信が

あります！富田浜病院を選んだのは、母がこの病院を受診した際

に、信頼できる医療従事者の方がいると感じたから。入職してか

らは、知識も人柄も尊敬できる先輩ばかりで、私自身ここまで続

けてこられました。私が大切にしているのは、例え同じ病名で

も、患者さん一人ひとり、違うということ。私自身がそうだったよ

うに、検査内容や結果、感じられている痛みや不安に、丁寧に向

き合うことが、患者さんにとって安心できる病院だと思っていま

す。また、痛みを訴える患者さんにとって検査は苦痛なものかも

しれませんが、少しでも早く正確な検査ができるように努めて

います。富田浜病院には、超音波専門医の資格を持つ内科の医

師がいます。私自身が大学時代に超音波検査を研究していたこ

ともあり、何でも聞けて心強いですし、その領域のスペシャリス

トがいることで高度な知識も得られ、自信を持って患者さんの

疑問にお答えすることができます。富田浜病院は職種の垣根を

超えた連携もしていますので、専門分野以外のことも聞いてく

だされば、おつなぎできます。身近なスタッフに何でも相談して

ください。もちろん私にも、お気軽にどうぞ。

富田浜病院 臨床検査課
臨床検査技師

三輪 茜
み       わ     　あかね

Staff
Voice

同じ患者さんは一人としていない。
当たり前ですが、その気持ちを大切に、
皆さんと接しています。

デイサービスとデイケア、
何がちがうの？

教
え
て
！

と
ぴ
あ
先
生

毎 日 の ギ モ ン 紙 面 相 談 室？？

皆さんからの質問に、
とぴあ先生がお答えします！

とぴあ先生
豊富な経験と知識をもち、仲間や
患者さんから信頼される、富田浜
病院に勤める医師の理想像。

サービスを利用する目的が他の
方との交流や心身機能の維持、
家族の身体的・精神的負担の軽
減の場合は、デイサービスを選
ばれると良いでしょう。一方、心
身機能の維持・回復や日常生活
の自立支援のためのリハビリ、健
康管理であれば、デイケアをお
勧めいたします。詳細は職員へ
お問い合わせください。

どちらも同じ通所の介護サービスですが、
「目的」と「提供されるサービス」が異なります。

※要支援の認定を受けている方はこれに準じたサービスが該当します。（市区町村による）

対象者 要介護の認定を受けている方（※）

デイサービス
（通所介護）

デイケア
（通所リハビリテーション）

①他者との交流
②心身機能の維持
③家族の身体的・精神的負担の軽減

送迎、レクリエーション、入浴、
他の生活動作の介助、機能訓練

左記に加えて、
健康管理、リハビリ

①心身機能の維持・回復
②日常生活の自立支援
③健康管理
④他者との交流
⑤家族の身体的・精神的負担の軽減

要支援か要介護の認定を受けている方

目的

提供される
サービス
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患者さんから採取した検体の検査と、
ご本人の体の検査を行っています。

【検体検査】

私たちは病院部門に設置された意見箱や、人間ドック受診者さんのアンケートによる意見をいた

だき、業務改善の参考にしています。お褒めの言葉をいただけると大変嬉しく活力にもつながり

ます。不満の声をいただいたときは、課内で確認し合い、問題点を探し改善方法を導いています。

患者さんや受診者さんにお伝えする言葉を大切に、信頼していただけることを目指しています。

四日市市の小学生が授業で使用する
副読本「小学生のためのお仕事ノート」に
富田浜病院グループが紹介されています！

部 署

紹 介

患者さん、

ご家族の

皆さんへ

臨床検査課

超音波検査
臓器の形や大きさ、血液の流れの速さなどをリ
アルタイムで画像化することで診断に役立てる
ことのできる超音波診断装置。痛みや被ばくが
無く安心です。

新型コロナウィルス検査
2020年12月より院内にて新型コロナウィルス
等温核酸増幅検査（NEAR法）を開始し、現在ま
でに抗原検査と併せて約3,000件の検査を実
施しています。

生化学検査（血液）
検体検査を代表する機器で患者さんから採取
した血液を用い医師から指示を受けた項目を
測定します。それらは患者さんの病態を反映し、
医師による診断の補助となります。

り ん      しょう      け ん        さ

臨床検査課の業務は入院、外来患者さんを主体とし
た病院部門と健診業務を行う人間ドック部門の検査
を実施しています。 検査業務は大きく2つに分かれ、
患者さんから採取した検体(血液、尿、便など)を用い
た検体検査と､患者さん本人の生体を検査する生理
機能検査に分かれます。

生化学検査、免疫検査、血液検査（凝固検査を含む）、一般検査、病理・細
胞診検査、微生物検査、輸血検査など細かく分類されます。

【生理機能検査】
心電図をはじめ超音波診断検査（腹部、乳腺、頚動脈､心臓、甲状腺、前
立腺、下肢静脈）、肺機能検査､神経伝導検査、睡眠時無呼吸検査、血圧
脈波検査（CAVI）、眼底検査、眼圧検査､聴力検査、24時間ホルター心
電図検査などがあり、用途に応じた検査を365日24時間提供（休日、夜
間はオンコール対応）しています。また、検査以外にも病院内の委員会
活動にも参加し専門性を発揮しています。

四日市市内の公立小学校3・4年生が、令和4年度にキャリ

ア教育の授業で使うテキスト「小学生のためのお仕事ノー

ト」に、富田浜病院グループが紹介されています。「診療の

内容」や「病院で働いている職業」、働く人の声として、富田

浜病院の医師（村田耕一郎さん）、介護福祉士（高木いつき

さん）による小学生向けのメッセージも掲載されています。

診療の内容として、「整形外科」「内科」という診療科に加

え、「介護老人保健施設」「デイサービス」「健康増進セン

ター」が掲載。「小学生のためのお仕事ノート」で病院など

を知ることで、病院や職業を身近に感じ、お子さんやご家族

などが困ったときに相談しやすい環境づくりに貢献できま

したら幸いです。

富田浜特別養護老人ホーム浜風が
「シルバー産業新聞」に掲載

シルバー産業新聞3月号（発行：シル

バー産業新聞社）に、「富田浜病院特別

養護老人ホーム浜風」の夜間ケア業務改

善事例が掲載されました。

同施設では、2021年3月より見守りシス

テムを全室に導入。「システム導入によっ

て夜間訪室時に物音や気配で利用者さ

んに迷惑をかける回数を減らしたこと

で、利用者さんにとっての快適なケアに

つながった」という、同施設・髙木係長の

コメントも紹介されています。

GROUP NEWS
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す

れ
ば
何
が
で
き
る
の
か

　
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
国
が
重
点

分
野
と
し
て
い
る
「
６
分
野
13
項

目
」を
中
心
に
製
品
化
が
な
さ
れ
、

見
守
り
セ
ン
サ
ー
や
装
着
型
パ
ワ

ー
ス
ー
ツ
な
ど
が
普
及
し
始
め
た

―
―
。
そ
う
し
た
ニ
ュ
ー
ス
や
研

究
大
会
発
表
な
ど
に
共
感
し
、
自

ら
の
介
護
施
設
に
導
入
し
た
が
、

思
っ
た
よ
う
に
効
果
を
発
揮
し
な

い
し
、
現
場
職
員
が
使
お
う
と
し

な
い
。
だ
か
ら
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

は
駄
目
だ
」「
人
間
で
な
い
と
介

護
は
無
理
」
と
、
推
進
派
か
ら
一

転
し
て
慎
重
派
（
否
定
派
）
に
な

る
介
護
事
業
経
営
者
も
少
な
く
な

い
。

　
厚
労
省
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

事
業
を
受
託
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ

経
営
研
究
所
・
足
立
圭
司
シ
ニ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
に
対
し
『
正
し
い
期
待
』
を
持

つ
こ
と
が
重
要
と
な
る
」と
い
う
。

　
足
立
氏
は
「
確
か
に
、
現
時
点

で
介
護
を
完
全
に
ロ
ボ
ッ
ト
に
置

き
換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

介
護
現
場
の
こ
れ
ま
で
や
り
方

を
、
ま
っ
た
く
新
し

い
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
置
き
換
え
る
の
は

非
現
実
的
。
ま
た
、

性
急
な
変
革
は
現
場

の
反
感
を
招
き
か
ね

な
い
」
と
し
た
上
で

「
排
泄
・
入
浴
・
移

動
・
事
務
作
業
の
負

担
軽
減
な
ど
実
現
し

た
い
目
的
を
明
確
に

し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

類
型
・
利
用
者
像
・

職
員
配
置
状
況
・
建

物
構
造
な
ど
を
総
合

的
に
検
討
し
、
現
場

職
員
の
意
見
を
聞

き
、
ど
の
機
種
を
導

入
す
る
か
を
絞
り
込

み
、
試
用
を
経
て
か

ら
導
入
で
き
れ
ば
、

ケ
ア
の
質
を
維
持
向

上
さ
せ
つ
つ
負
担
軽
減
が
実
現
で

き
る
」
と
行
動
科
学
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
視
点
が
重
要
だ
と
い
う
。

「
質
の
高
い
ケ
ア
の
再
現
性
」

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
真
骨
頂

　
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
こ
と
は
「
質
の
高
い
ケ
ア
の

再
現
性
」（
足
立
氏
）
と
い
う
。

　
介
護
職
の
キ
ャ
リ
ア
や
技
量
に

よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
異
な

る
こ
と
が
あ
る
が
、
最
適
な
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
が
選
定
さ
れ
現
場
で
活

用
さ
れ
れ
ば
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
、
ど
の
介
護
職
員
で
あ
っ
て

も
再
現
性
を
も
っ
て
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

　
科
学
的
介
護
情
報
シ
ス
テ
ム

「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
」
が
始
ま
っ
た
が
、

再
現
性
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は

科
学
的
介
護
に
も
適
う
。
デ
ー
タ

収
集
の
意
味
で
も
「
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
＋
介
護
ソ
フ
ト
」
へ
の
期
待
も

高
ま
っ
て
い
る
。

　
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
と
い
う
方

向
性
を
経
営
者
と
現
場
職
員
が
共

有
す
る
に
は
、
目
に
見
え
る
効
果

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要

に
な
る
。「
た
と
え
ば
、
見
守
り

支
援
機
器
と
イ
ン
カ
ム
を
一
体
的

に
活
用
す
る
相
乗
効
果
は
大
き

く
、
比
較
的
早
く
結
果
に
結
び
つ

け
ら
れ
る
。
ま
ず
見
守
り
支
援
機

器
で
成
功
体
験
を
積
ん
で
、
そ
れ

以
外
の
課
題
解
決
に
別
の
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
を
検
討
す
る
取
り
組
み

が
、効
果
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
」

（
足
立
氏
）。

導
入
ま
で
の
行
動
科
学

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
支
援

　
厚
労
省
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
開

発
・
実
証
・
普
及
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
事
業
」
で
は
、
全
国
14
ブ

ロ
ッ
ク
に
１
カ
所
ず
つ
相
談
窓
口

を
開
設
。
機
器
展
示
や
紹
介
に
留

ま
ら
ず
、
一
連
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
支
援
し
て
く
れ
る
。

　「
検
討
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
が

実
際
の
介
護
現
場
に
定
着
し
、
業

務
改
善
を
伴
っ
て
効
果
を
発
揮
す

る
の
か
を
試
用
で
き
る
制
度
も
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
介
護
現
場
の
文

化
に
な
か
っ
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の

活
用
な
の
で
、相
談
窓
口
を
通
じ
、

専
門
家
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
て

い
た
だ
き
た
い
」（
足
立
氏
）。

　
今
は
で
き
て
い
る
こ
と
で
も
、

２
０
４
０
年
に
は
サ
ー
ビ
ス
需
要

増
加
と
人
材
不
足
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。「
貴
重
な

人
材
を
失
わ
な
い
た
め
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
（
持
続
で
き
る
）
な
職
場

づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
介
護
ロ
ボ

ッ
ト
活
用
を
含
む
職
場
改
善
の
取

組
は
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
足
立
氏
は
語
っ
た
。 （
了
）

特 集

　
富
田
浜
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

浜
風
（
三
重
県
四
日
市
市
、
山
口

亮
施
設
長
）
で
は
、
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務
改

善
や
夜
勤
職
員
の
業
務
見
直
し
・

最
適
化
に
よ
り
、
無
理
の
な
い
夜

勤
職
員
削
減
に
成
功
し
た
。

　
同
施
設
は
80
床
の
ユ
ニ
ッ
ト
型

個
室
で
、
平
均
要
介
護
度
は
３
・

８
。
自
立
支
援
を
希
望
す
る
入
居

者
も
い
る
こ
と
か
ら
個
別
対
応
を

実
践
し
て
き
た
。

　
ま
た
、
看
取
り
ケ
ア
な
ど
重
度

者
対
応
も
行
っ
て
お
り
、
職
員
の

業
務
負
担
軽
減
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
っ
た
。

　「
当
初
か
ら
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
よ
る
解
決
が
前
提

だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
山
口

施
設
長
。

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

（
大
阪
府
門
真
市
、

楠
見
雄
規
社
長
）
は

介
護
事
業
所
・
施
設

な
ど
向
け
に
、
一
人

ひ
と
り
に
合
っ
た
歩

行
機
能
訓
練
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い

る
。

　
専
用
に
開
発
し
た

「
ウ
ォ
ー
ク 
ト
レ
ー

ニ
ン
グ 

ロ
ボ
」
は
、

通
所
事
業
所
や
老
健

施
設
な
ど
で
の
歩
行

機
能
訓
練
に
適
し
た

る
「
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
▽
機
器
の

使
い
方
を
学
ぶ「
ス
タ
ッ
フ
研
修
」

―
―
な
ど
導
入
前
研
修
が
２
カ
月

か
け
て
実
施
さ
れ
、
全
職
員
が
学

ん
だ
。

　
介
護
現
場
の
文
化
・
風
土
と
し

て
無
か
っ
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
で
あ
る
た
め
、
施
設
業

務
の
中
に
機
器
活
用
を
定
着
さ
せ

る
に
は
、
同
じ
視
点
で
話
し
、
共

感
で
き
る
介
護
系
資
格
者
と
の
対

話
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
同
社
の

考
え
に
基
づ
く
。

　
山
口
氏
は
「
全
職
員
が
研
修
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
何
度
も
開
催
し

て
い
た
だ
け
た
こ
と
で
、
職
員
が

導
入
理
由
や
効
果
を
理
解
し
、
導

入
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
運
用
時
の

不
安
解
消
に
も
繋
が
っ
た
」
と
話

す
。施

設
主
体
「
介
護
業
務
見

直
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も

　
研
修
と
並
行
し
て
、
同
施
設
で

は
事
前
に
介
護
業
務
見
直
し
の
た

め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
た
。

　
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
髙
木
友
貴

係
長
を
始
め
、
若
手
か
ら
ベ
テ
ラ

ン
ま
で
各
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
送
り

周
辺
施
設
「
成

功
事
例
」
見
学

か
ら
導
入
ま
で

　
親
交
の
深
い
介
護
施
設

の
理
事
長
の
紹
介
で
興
味

を
持
っ
た
の
が
き
っ
か

け
。
そ
の
施
設
は
、
見
守

り
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
活

用
で
業
務
全
般
の
見
直
し

に
成
功
し
た
と
い
う
。
早

速
、
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
「
良
さ

そ
う
だ
」
と
実
感
を
得
て
導
入
を

検
討
し
始
め
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
製
品
を
比
較
検
討

し
、
２
０
２
１
年
３
月
よ
り
、
見

学
施
設
で
導
入
さ
れ
て
い
た
コ
ニ

カ
ミ
ノ
ル
タ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
（
東
京
都
中
央
区
、
三

浦
雅
範
社
長
）
の
見
守
り
シ
ス
テ

ム
「
Ｈ
ｉ
ｔ
ｏ
ｍ
ｅ
Ｑ
ケ
ア
サ

ポ
ー
ト
」の
全
室
導
入
を
決
め
た
。

活
用
の
カ
ギ
握
る

「
導
入
前
研
修
」

　
機
器
導
入
の
意
向
を
同
社
担
当

者
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
始
ま
っ
た

の
は
研
修
だ
っ
た
。

　
介
護
系
資
格
を
取
得
し
た
同
社

の
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
▽
施
設

に
合
わ
せ
た
活
用
方
法
を
検
討
す

歩
行
器
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
。
押
し
て

歩
く
だ
け
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

結
果
が
自
動
で
計
測
・
記
録
さ
れ
、

ス
タ
ッ
フ
の
業
務
効
率
化
も
支
援

す
る
。
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
安

全
性
に
関
す
る
国
際
規
格
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
３
４
８
２
を
取
得
済
み
。

　
ハ
ン
ド
ル
部
に
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

画
面
を
装
備
し
、
使
用
す
る
際
に

画
面
を
操
作
し
て
、
利
用
者
を

選
ぶ
か
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
か
ざ
せ

ば
、
ハ
ン
ド
ル
の
高
さ
と
そ
の
人

に
合
っ
た
運
動
負
荷
を
自
動
で
設

定
し
て
く
れ
る
。
音
声
ガ
イ
ド
に

従
っ
て
歩
行
す
る
と
、
画
面
に
歩

行
速
度
や
時
間
、
距
離
と
歩
行
姿

出
さ
れ
る
８
人
の
職
員
、
機
能

訓
練
指
導
員
な
ど
横
断
的
な
顔
ぶ

れ
で
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
チ
ー
ム
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
機

器
の
使
い
方
や
、
導
入
の
意
図
共

有
、
デ
ー
タ
分
析
な
ど
を
行
い
、

各
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
の
参
加
メ
ン

バ
ー
が
職
員
に
説
明
す
る
。

　
髙
木
係
長
は
「
夜
勤
職
員
が
介

護
業
務
に
集
中
で
き
る
よ
う
日
中

に
介
護
助
手
を
採
用
し
、
業
務
効

率
化
に
も
繋
げ
た
」
と
説
明
す

る
。

「
無
理
な
く
」
夜
勤
職

員
５
人
か
ら
４
人
に

　
こ
れ
ま
で
同
施
設
で
は
夜
勤
職

員
と
し
て
５
人
を
配
置
し
て
い
た

が
、
Ｈ
ｉ
ｔ
ｏ
ｍ
ｅ
Ｑ
ケ
ア
サ

ポ
ー
ト
導
入
後
は
、
シ
ス
テ
ム
の

導
入
効
果
と
、夜
勤
業
務
を
絞
り
、

日
中
の
職
員
を
充
実
さ
せ
業
務
を

割
り
当
て
る
こ

と
を
一
体
的
に

実
施
す
る
こ
と

で
、
４
人
配
置

に
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
同
シ
ス
テ
ム

の
特
長
は
、
居

勢
（
左
右
バ
ラ
ン
ス
）
が
表
示
さ

れ
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
も
流
れ
る
。

　
歩
行
中
に
本
体
内
蔵
の
セ
ン

サ
ー
が
、
ハ
ン
ド
ル
に
か
か
る
力

や
車
輪
の
回
転
情
報
な
ど
を
検
知

し
、
歩
行
を
終
え
る
と
、
ク
ラ
ウ

ド
上
の
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
、
歩
行

距
離
・
時
間
、
左
右
バ
ラ
ン
ス
な

ど
の
デ
ー
タ
が
送
ら
れ
る
。
シ
ス

テ
ム
の
Ａ
Ｉ
が
そ
の
デ
ー
タ
を
解

析
し
、
次
回
使
用
時
に
最
適
な
運

動
負
荷
を
提
案
す
る
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
パ
ソ
コ
ン
で
シ
ス

テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
と
、
各

デ
ー
タ
を
確
認
で
き
、
利
用
者
ご

と
の
ハ
ン
ド
ル
高
さ
や
運
動
負

室
の
天
井
に
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
起
床
や
転
倒
な
ど
の
危

険
な
動
作
を
認
識
し
た
際
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
映
像
と
と
も
に

通
知
、
転
倒
は
前
後
１
分
間
の
動

画
を
Ｐ
Ｃ
か
ら
閲
覧
で
き
る
点
。

ま
た
、
そ
の
場
で
ケ
ア
記
録
や
申

し
送
り
、
連
絡
事
項
の
入
力
も
で

き
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
共
有

で
き
る
。

　
事
前
に
ラ
イ
ブ
映
像
で
状
況
を

確
認
す
る
こ
と
で
、
準
備
を
し
て

か
ら
駆
け
つ
け
る
な
ど
、
職
員
の

精
神
的
負
担
も
軽
減
さ
れ
た
。

入
居
者
の
為
の
安
眠
確
保

　
同
施
設
で
は
同
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
こ
と
で
夜
間
の
訪
室
回
数

が
減
り
、
利
用
者
の
睡
眠
時
間
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。

　
髙
木
氏
は
「
こ
れ
ま
で
は
定
期

的
に
確
認
に
行
っ
て
い
た
が
、
そ

の
物
音
や
気
配
で
利
用
者
を
起
こ

し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
必
要
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
訪
室
す
る
こ
と
で
、

日
中
活
動
に
欠
か
せ
な
い
十
分
な

睡
眠
時
間
が
確
保
で
き
、利
用
者
・

職
員
双
方
に
と
っ
て
快
適
な
ケ
ア

の
実
現
に
つ
な
が
っ
た
」
と
導
入

の
効
果
を
話
す
。

　
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の
同
施
設
で

は
、
入
所
者
の
意
向
を
聞
き
な
が

ら
排
泄
自
立
や
、
褥
瘡
対
策
な
ど

自
立
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
る
。
日
中
の
活
動
量

を
増
や
す
に
は
、
睡
眠
時
間
の
確

保
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
夜

勤
帯
の
ケ
ア
の
向
上
は
相
乗
で
効

果
を
高
め
る
効
果
も
期
待
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

荷
、
目
標
設
定
な
ど
も
管
理
で
き

る
。
運
動
記
録
は
、
グ
ラ
フ
入
り

の
レ
ポ
ー
ト
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
や
Ｃ
Ｓ

Ｖ
フ
ァ
イ
ル
で
出
力
で
き
、
報
告

書
や
加
算
申
請
様
式
な
ど
の
作
成

に
も
活
用
で
き
る
。

　
同
社
の
歩
行
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
支

援
サ
ー
ビ
ス
は
、ロ
ボ
ッ
ト
１
台
、

ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
利
用
ア
カ

ウ
ン
ト
な
ど
を
合
わ
せ
て
、
管
理

費
な
ど
含
め
月
額
利
用
料
３
万

円
（
税
抜
）
か
ら
提
供
。
老
健
施

設
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
有
料
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
で
も
活
用
さ
れ
て
い

る
。

　
問
合
せ
は
、
同
社
ア
ク
テ
ィ

ブ
エ
イ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（wtr_sales@gg.jp.

panasonic.com

）
ま
で
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

個
別
歩
行
訓
練
を
ロ
ボ
ッ
ト
と
Ａ
Ｉ
で
支
援

富
田
浜
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
浜
風
（
三
重
県
四
日
市
市
）

業
務
見
直
し
と
介
護
ロ
ボ
活
用
の
効
果

夜
勤
帯
の 「
負
担
」 

と 「
人
員
」 

削
減

山口施設長（左）、髙木係長

スマホ活用で、必要な時に
すぐに情報共有が行える

Ｈ
ｉ
ｔ
ｏ
ｍ
ｅ
Ｑ
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
は
小
さ
く
、
設
置

し
て
も
室
内
の
風
景
に
溶
け
込
む
。（
写
真
上
部
左
）

通
知
時
は
、
映
像
を
確
認
し
て

駆
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

　
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
「
自
動
化
・
効
率
化
が
進
み
人
員
削
減

が
で
き
る
」
と
期
待
す
る
声
が
あ
る
一
方
、「
ま
っ
た
く
役
に
立
た

な
い
。
介
護
は
人
間
が
す
る
も
の
」と
両
極
の
考
え
方
が
見
ら
れ
る
。

厚
生
労
働
省
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
・
実
証
・
普
及
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
」
を
受
託
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
経
営
研
究
所
・
足
立

圭
司
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
肯
定
・
否
定
派
の
中
間
が
正
し
い

ス
タ
ン
ス
か
も
し
れ
な
い
。期
待
通
り
の
効
果
を
発
揮
で
き
る
か
は
、

機
器
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
介
護
現
場
で
自
律
的
に
機
能
す
る
ま
で

の
行
動
科
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
伴
っ
て
い
る
か
だ
」
と
話
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
で
き
る
コ
ト
〜
現
場
活
用
の
た
め
に
〜 

③
（
最
終
回
）

　ど
う
す
れ
ば
使
い
こ
な
せ
る
か
？

「
機
能
」 を
活
か
す
行
動
科
学

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性

北九州市独自の伴走型支援の様子。全スタッフの業務時間を計測する

グループニュース

TOPIC.1

TOPIC.2


